































旅行期間 題名 目的地 掲 載
1869.10.12-11.28 航蔽日記 岡山 花月新誌 1879.09.28-1881.11.20[36] 
柳北全集，pp.121-158 
1870.03.20-03.30 常線、遊記 茨城 柳北全集， pp.286-290 
1870.12.04-12.14 下館遊記 茨城 柳北全集，pp.290-293 
1872.09.12-1873.07.08 航西日乗 パリ・ロンドン等 花月新誌1881.11.30・1884.08.08[27] 
1877.03.08-04.28 客中漫録 京都 朝野新聞， 1877.03.18・04.24[12] 
柳北遺稿上.pp. 98・117
1878.09.02-09.12 操泉紀遊 熱海 花月新誌.1878.09.22から
熱海文薮 pp.1・28
柳北全集， pp.158-169 
1879.04.27・04.28 千葉土産 千葉 朝野新聞， 1879.05.02・05.03[2] 
柳北遺稿， pp.117・120
1879.09.29-10.06 漬松風 浜松 朝野新聞，1879.10.02・10.12[8] 
柳北全集， pp.169・175
柳北遺稿上， pp.121-132 
1879.10.07-10.11 濯棋日記 箱根 朝野新聞， 1879.10.14・10.18[4] 
柳北全集， pp.175-178 
柳北遺稿上， pp.132-138 
1881.01.20-02.03 鵜のゆあみ 熱海 朝野新聞， 1881.01.25・02.09[1] 
熱海文薮， pp.29・50
1881.03.30-04.25 ねみだれ髪 京都 朝野新聞， 1881.04.07・05.08[20] 
柳北遺稿上， pp.139-172 
柳北全集， pp.182・199




1882.01.12-01.25 なくもがな 熱海 朝野新聞， 1882.01.18-02.04[6] 
熱海文薮， pp.51-64 
1882.05.22-05.23 二十四時間遊記 金i宰 朝野新聞， 1882.06.01
柳北遺稿上， pp.63・65
1882.08.09-08.24 筆のまにまに 箱根 朝野新聞， 1883.08.16・09.06[10] 
1883.01.23-02.09 畑草の吸さし 熱海 朝野新聞， 1883.01.26・02.15[10] 
熱海文薮， pp.65-87 
1883.08.25-09.07 すげのを笠 熱海 朝野新聞， 1883.08.30-09.14[10＋附言］
熱海文薮， pp.88-115 
1883.12.28-1884.02.15 薬槽飴滴 熱海 朝野新聞， 1884.01.08・02.24[20] 
熱海文薮， pp.116-178 
1884.06.22-07.07 四日の菖蒲 伊香保 朝野新聞， 1884.06.25・07.11[10] 
柳北遺稿上，pp.191・208




































































































1 01.20 01.25 
2 01.21 01.26 
3 01.22 01.28 
4 01.23 01.29 
5 01.24-01.25 02.01 
6 01.26 02.02 
7 01.27-01.28 02.03 
8 01.29 02.05 
9 01.30-01.31 02.06 







































































ふういか かいもん そうき す
風怒海門霜気澄風怒り 海門霜気澄む





































































































まうぜん ほうご ひ こうてい
峯前峰後日高低す
たとへ ふうけし、 め たの ベ
縦然風景 目に娯しむ可きも
そ そんろう ほぞいた がた し叶、に
其れ村穆の隣に到り難きを奈せん
たれ かしょ よ ゅうどくなぐさ
誰か家書を寄せて幽独を慰めん



















































































































































































30）「すげのを笠」 9月3日の項 f明治文撃全集 4J所収65頁
＊討議要旨
関札子氏は、成島柳北の独自性として「時間観念」が指摘されていたが、発表タイトルにある「国
際人」という表現と、本発表内容とはどのように関連するのか、と尋ね、発表者は、柳北が新しいま
なざしを獲得した理由を海外体験にすべて帰することはできないが、空聞から「時間」に対する意識
変化に関しては欧州視察の随行体験がかなり影響していると思われる、と答えた。
谷川恵一氏は、 ① 「時間の同時性Jは新聞というメディアの機能が作り出したものと捉えられるの
か、あるいは柳北の記事にとりわけ著しいといえるのか、 ②柳北の文章には雑多な内容が少なくない
? ?? ?
が、引用した資料を 「紀行文」というジャンルで括ることは妥当性を持つのか、と尋ね、発表者は、 ①
柳北に顕著であると思われ、たとえば紀行文中にも 「次号に譲りますJなどと、執筆する現在を意識
し強調した記述が見られる、 ②「柳北全集」の目次の中で、紀行文という項目に分類されている、と
回答した。
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